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一二三 秀仁 議員
(所属会派)拓政会
(党　　派)自由民主党

５

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

本ページは、質問者本人の原稿を尊重して掲載しています。

○
教
育
環
境
に
つ
い
て

◎
産
業
廃
棄
物
処
理
場
に
つ
い

　
て

産
業
廃
棄
物
処
理
場
に
つ
い
て

　
　　
有
害
物
質
の
規
制
に
つ

　
　
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
事
業
者
の
埋
立
対
象
物

　
　
は
、
燃
え
殻
・
汚
泥
を
主

体
と
す
る
15
品
目
で
あ
り
、
廃

棄
物
処
理
法
に
基
づ
き
設
定
し

た
受
入
判
断
基
準
に
適
合
し
た

廃
棄
物
の
み
を
受
入
れ
し
、
有

害
物
質
に
つ
い
て
は
、
契
約
段

階
で
分
析
表
に
よ
る
書
類
調
査

や
サ
ン
プ
ル
の
入
手
に
よ
り
基

準
に
適
合
し
な
い
廃
棄
物
の
搬

入
や
埋
立
を
防
止
し
ま
す
。

　
排
出
さ
れ
る
処
理
水
は
、
法

で
規
定
す
る
全
有
害
物
質
や
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
類
に
つ
い
て
、
処

分
場
や
下
水
処
理
場
で
定
期
的

な
水
質
測
定
を
実
施
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
事
業
者
は
排
水
規
制

に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
要
監
視

項
目
や
水
生
生
物
に
つ
い
て
の

調
査
を
上
乗
せ
し
結
果
を
公
表

し
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

　
ビ
ス
フ
ェ
ノ
ー
ル
Ａ
に
つ
い

て
は
、
加
熱
し
た
樹
脂
製
の
食

器
、
食
品
容
器
な
ど
か
ら
の
溶

出
に
よ
り
、
食
べ
物
と
共
に
直

接
口
か
ら
摂
取
さ
れ
る
も
の
で

あ
り
、
ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト
製

容
器
の
ほ
乳
び
ん
か
ら
も
摂
取

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
食
品
衛

生
法
」
で
溶
出
量
に
基
準
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
国
内
で

製
造
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
食
品
容

器
な
ど
に
つ
い
て
は
、
早
く
か

ら
代
替
品
へ
の
切
替
え
や
技
術

改
良
な
ど
の
事
業
者
の
自
主
的

な
取
組
み
が
な
さ
れ
て
お
り
、

現
時
点
に
お
い
て
米
国
、
カ
ナ

ダ
、
欧
州
及
び
日
本
に
お
い
て

は
、
直
ち
に
健
康
リ
ス
ク
が
生

じ
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
規

制
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。

　
　　
住
民
投
票
に
つ
い
て
伺

　
　
い
ま
す
。

　
　
　
自
治
基
本
条
例
で
は
、

　
　
そ
の
投
票
結
果
に
つ
い
て

市
民
並
び
に
議
会
及
び
市
長
に

は
尊
重
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
お

り
、
投
票
率
が
過
半
数
に
達
し

な
い
も
の
は
、
本
市
を
二
分
す

る
よ
う
な
市
政
に
関
す
る
重
要

事
項
に
当
た
ら
な
い
も
の
と
解

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
大
釜
の
産
業
廃
棄
物

処
分
場
建
設
の
賛
否
を
問
う
住

民
投
票
は
、
建
設
に
反
対
の
皆

様
方
が
発
議
し
た
住
民
投
票
で

す
の
で
、
投
票
に
行
く
の
は
建

設
に
反
対
の
皆
様
方
が
圧
倒
的

に
多
い
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
施

設
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
皆

様
方
が
建
設
に
賛
成
の
意
思
表

示
を
す
る
た
め
に
投
票
を
す
る

こ
と
で
投
票
率
が
50
％
を
超
え

住
民
投
票
が
成
立
し
開
票
さ
れ

ま
す
と
、
当
然
、
反
対
票
が
大

多
数
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
推

測
で
き
、
せ
っ
か
く
投
票
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
賛
成
の
皆

様
方
の
意
に
反
す
る
結
果
と

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
投

票
に
行
か
な
い
こ
と
も
一
つ
の

重
い
選
択
肢
で
あ
り
、
大
き
な

民
意
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
門
前
町
大
釜
の
産
廃
処
分
場

　
問
題
に
つ
い
て

◎
就
学
援
助
の
入
学
準
備
金
に

　
つ
い
て

○
学
校
給
食
無
料
化
に
つ
い
て

○
公
共
施
設
の
全
面
禁
煙
に
つ

　
い
て

就
学
援
助
の
入
学
準
備
金
に

つ
い
て

　
　
　
９
月
定
例
会
で
は
、
子

　
　
ど
も
の
貧
困
対
策
と
し

て
、「
貧
困
状
態
を
調
査
し
、

そ
れ
を
踏
ま
え
て
具
体
的
な
対

策
を
講
じ
て
い
く
考
え
が
あ
る

か
。」
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。

　
そ
し
て
、
そ
の
質
問
と
の
関

連
で
「
就
学
援
助
の
入
学
準
備

金
」に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
そ
の
答
弁
で
「
６
月
定
例
会

で
も
お
答
え
し
ま
し
た
よ
う

に
、
本
市
で
は
、
入
学
時
の
各

世
帯
の
生
活
状
況
を
把
握
し

て
、
適
切
な
援
助
を
行
う
と
い

う
観
点
か
ら
、
入
学
後
の
７
月

に
支
給
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
他
市
町
の

状
況
を
参
考
に
調
査
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。」
と
述
べ
て
い

ま
す
。

　

11
月
９
日
現
在
、
白
山
市
、

小
松
市
、
七
尾
市
、
羽
咋
市
、

志
賀
町
、
津
幡
町
の
６
自
治
体

で
実
施
ま
た
は
決
定
し
て
お

り
、
か
ほ
く
市
や
能
美
市
で
も

実
施
に
向
け
て
検
討
し
て
い
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
小
学
校
で
は
、
２
万
470
円
、

中
学
校
で
は
２
万
３
千
500
円
が

助
成
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
で
は
足
り
ま
せ
ん
か

ら
、
市
独
自
の
助
成
も
必
要
で

す
が
、
今
は
求
め
ま
せ
ん
。

　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
関
す

る
大
綱
（
平
成
26
年
８
月
29
日

閣
議
決
定)

で
も
、「
教
育
扶

助
の
支
給
方
法
」
が
、
当
面
の

重
点
施
策
の
中
に
明
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
市
の
持
ち
出
し
が
い
り
ま
せ

ん
。

　
事
務
手
続
き
を
早
め
れ
ば
実

施
で
き
る
の
で
す
。

　
　
　「
新
入
児
童
生
徒
学
用

　
　
品
費
」
の
入
学
前
の
支
給

に
つ
き
ま
し
て
、
石
川
県
内
の

各
自
治
体
に
問
い
合
わ
せ
て
み

た
と
こ
ろ
、
７
市
町
で
は
既
に

実
施
ま
た
は
予
定
し
て
お
り
、

５
市
町
で
は
検
討
中
と
の
こ
と

で
し
た
。

　
９
月
定
例
会
に
お
き
ま
し

て
、
本
市
で
は
入
学
後
の
７
月

支
給
と
申
し
ま
し
た
が
、
他
市

町
の
状
況
を
参
考
に
、
入
学
前

の
支
給
に
つ
き
ま
し
て
前
向
き

に
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

答 問

答 問

問

答

質
問
し
た
項
目

質
問
し
た
項
目

鐙　 邦夫 議員
(所属会派)日本共産党
(党　　派)日本共産党
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◎
市
内
経
済
団
体
か
ら
の
要
望

　
事
項
等
に
つ
い
て

○
将
来
的
な
輪
島
市
の
ご
み
処

　
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て

◎
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
に
つ

　
い
て

◎
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
振
興
に

　
つ
い
て

市
内
経
済
団
体
か
ら
の
要
望
事

項
等
に
つ
い
て

　
　
　
学
校
給
食
で
、
漆
椀
の

　
　
使
う
頻
度
が
少
な
い
の
と

卒
業
記
念
品
に
使
用
し
な
い
理

由
を
簡
潔
に
お
示
し
く
だ
さ

い
。

　
　
　
食
洗
機
や
乾
燥
機
を
使

　
　
う
の
で
、
漆
椀
の
損
傷
を

避
け
る
こ
と
と
手
洗
い
の
煩
雑

さ
も
あ
り
、
卒
業
記
念
品
に
つ

い
て
は
、
趣
旨
を
見
直
し
、
沈

金
ノ
ミ
で
彫
り
易
い
プ
レ
ー
ト

と
し
ま
し
た
。

　
　
　
輪
島
塗
後
継
者
養
成
の

　
　
た
め
に
「
奨
励
金
」
制
度

を
業
界
も
応
分
の
負
担
で
復
活

を
望
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
漆
器
業
界
と
原
因
究
明

　
　
を
し
、
解
決
し
て
い
く
こ

と
も
重
要
で
あ
り
、
組
合
と
協

議
し
ま
す
。

　
　
　
地
域
社
会
づ
く
り
推
進

　
　
に
行
政
・
市
民
・
商
店
街

が
共
同
し
て
実
施
す
る
「
行
政

ポ
イ
ン
ト
」
の
創
設
を
検
討
し

て
く
だ
さ
い
。

　
例
え
ば
、
結
婚
・
出
産
・
検

診
ポ
イ
ン
ト
な
ど
で
す
。

　
　
　
行
政
ポ
イ
ン
ト
は
、
市

　
　
民
の
積
極
的
な
参
加
を
促

し
、
市
内
消
費
の
喚
起
に
繋
が

り
ま
す
が
、
ポ
イ
ン
ト
管
理
や

統
一
化
と
い
っ
た
課
題
が
あ

り
、
検
討
い
た
し
ま
す
。

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
に
つ
い

て　
　
　
安
全
性
に
つ
い
て
、
住

　
　
民
に
説
明
す
る
責
任
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

　
　
　
説
明
は
事
業
者
が
行
う

　
　
も
の
で
す
が
、
施
設
な
ど

の
情
報
が
不
足
し
て
い
ま
す
の

で
、
市
政
懇
談
会
な
ど
を
通
じ
、

情
報
提
供
と
疑
問
に
丁
寧
に
応

じ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
何
か
起
こ
っ
た
と
き
の

　
　
補
償
は
万
全
で
す
か
。

　
　
　
公
の
積
立
金
制
度
に
基

　
　
づ
き
、
長
期
間
の
維
持
管

理
や
埋
立
て
後
の
管
理
を
徹
底

さ
せ
ま
す
。

　
　
　
全
国
に
約
千
900
箇
所
の

　
　
産
廃
施
設
が
あ
り
、
問
題

が
起
こ
っ
て
い
ま
す
か
。

　
　
　
産
廃
処
理
の
法
律
が
強

　
　
化
さ
れ
、
処
理
の
透
明
化

な
ど
が
図
ら
れ
て
お
り
、
安
全

性
は
格
段
と
向
上
し
社
会
問
題

化
し
て
い
ま
せ
ん
。

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
振
興
に
つ

い
て

　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興

　
　
条
例
を
創
設
し
、
支
援
強

化
を
図
れ
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　
　
　
市
で
は
全
国
大
会
等
支

　
　
援
補
助
金
交
付
規
則
で
支

援
を
し
て
い
ま
す
が
、
個
々
の

実
情
に
合
わ
せ
て
の
支
援
も

図
っ
て
い
き
ま
す
。

質
問
し
た
項
目

答 問

○
輪
島
塗
に
つ
い
て

◎
輪
島
消
防
署
に
つ
い
て

○
公
共
交
通
の
維
持
に
つ
い
て

◎
大
釜
の
産
廃
処
分
場
に
つ
い

　
て

輪
島
消
防
署
に
つ
い
て

　
　
　
通
報
が
困
難
な
方
の
対

　
　
策
は
。

　
　
　
音
声
言
語
で
の
コ
ミ
ュ

　
　
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
困
難
な

方
に
つ
き
ま
し
て
は
、Ｆ
Ａ
Ｘ

を
利
用
し
た
や
り
と
り
で
通
報

が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
事
前
登
録
制
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
携
帯
電
話
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
へ
の
接
続
機
能
を
利
用

し
通
報
で
き
る
Ｎ
Ｅ
Ｔ
119
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
世
帯
等
に
は
、
押
し
ボ
タ
ン

で
通
報
で
き
る
緊
急
通
報
シ
ス

テ
ム
を
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と

も
で
き
ま
す
。

大
釡
の
産
廃
処
分
場
に
つ
い
て

　
　
　
大
釡
の
産
廃
処
分
場
は

　
　
日
本
中
か
ら
受
入
れ
す
る

の
か
。

　
輪
島
市
か
ら
出
る
産
廃
の
主

な
も
の
と
そ
の
処
分
先
、
処
理

方
法
は
。

　
ま
た
、
地
元
で
県
担
当
課
の

説
明
会
を
開
け
な
い
か
。

　
　
　
事
業
者
は
、
主
に
北
陸

　
　
三
県
か
ら
の
産
業
廃
棄
物

を
受
入
れ
る
も
の
と
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
当
市
で
排
出
さ
れ
る

産
廃
の
主
な
も
の
は
、
下
水
道

汚
泥
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
片
・
廃

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
が
れ
き
類
な

ど
日
常
生
活
に
密
着
し
た
も
の

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
下
水
道
汚
泥
の
処
分

先
は
、
平
成
27
年
度
で
千
18
ト

ン
発
生
し
て
お
り
、
市
内
で
は

処
理
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
県

内
に
779
ト
ン
搬
出
し
、
県
外
で

は
福
井
県
、
富
山
県
、
新
潟
県

へ
239
ト
ン
搬
出
し
ま
し
た
。
　

　
処
理
方
法
は
、
中
間
処
理
施

設
で
減
量
し
、
肥
料
化
や
セ
メ

ン
ト
材
料
へ
の
再
生
利
用
、
最

終
処
分
場
で
の
埋
立
て
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
市
内
で
発
生
す
る
産
廃
に
つ

い
て
は
、
市
外
へ
の
搬
出
に
よ

り
中
間
処
理
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
自
ら
排
出
し
た
廃
棄

物
が
自
ら
処
理
で
き
て
い
な
い

の
が
現
状
で
あ
り
、
循
環
型
社

会
の
形
成
に
は
、
処
分
場
は
無

く
て
は
な
ら
な
い
施
設
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
　

　
ま
た
、
説
明
会
の
開
催
で
す

が
、
県
廃
棄
物
対
策
課
で
は
、

事
業
者
か
ら
の
要
請
で
は
な
く

地
元
住
民
の
代
表
者
か
ら
の
要

請
が
あ
れ
ば
、
説
明
に
伺
う
と

の
こ
と
で
し
た
。

質
問
し
た
項
目

答

答

答答 答

答答

問

問

問答 問 問

問問 問

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

西　 　恵 議員
(所属会派)拓政会
(党　　派)自由民主党

椿原 正洋 議員
(所属会派)拓政会
(党　　派)自由民主党
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久
し
ぶ
り
の
穏
や
か
な
新
年
、
市

民
の
皆
様
方
は
ど
の
よ
う
に
お
迎
え

に
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

申
年
か
ら
酉
年
へ
と
移
り
変
わ
る

中
、
申
よ
り
酉
が
期
待
さ
れ
る
干
支

の
よ
う
で
す
が
、
申
に
と
っ
て
は
え

ら
い
迷
惑
な
話
の
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。

　

本
市
も
ふ
る
さ
と
納
税
が
前
年
を

上
回
る
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

本
年
の
議
会
だ
よ
り
も
問
題
を
と

り
違
え
る
こ
と
な
く
、
良
い
も
の
を

と
り
込
み
市
民
の
皆
様
の
期
待
に
応

え
る
べ
く
と
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

一
年
間
よ
ろ
し
く
お
と
り
計
ら
い

く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

■
議
会
報
編
集
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

委
　
　
員

小
　
山
　
　
　
栄

一
二
三
　
秀
　
仁

椿
　
原
　
正
　
洋

高
　
田
　
正
　
男

森
　
　
　
裕
　
一

下
　
　
　
善
　
裕

編
集
後
記

編
集
後
記

●

議

会

日

誌

●

●

議

会

日

誌

●

●

議

会

日

誌

●

・
議
会
運
営
委
員
会

・
全
員
協
議
会

・
本
会
議

・
平
成
28
年
度
の
と
鉄
道
利
用
促
進

　

協
議
会
総
会

・
観
光
対
策
特
別
委
員
会
行
政
視
察

　

（
８
日
ま
で
）

・
議
会
運
営
委
員
会
行
政
視
察

　

（
21
日
ま
で
）

・
全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議
会

　

北
信
越
部
会
総
会

・
平
成
28
年
度
輪
島
市
総
合
防
災
訓
練

・
議
会
運
営
委
員
会

・
全
員
協
議
会
（
定
例
）

・
産
業
経
済
委
員
会

・
全
国
広
域
連
携
市
議
会
協
議
会

　

正
副
会
長
・
監
事
・
相
談
役
会
議

・
市
勢
功
労
者
表
彰
式

・
第
35
回
離
島
振
興
市
町
村
議
会
議

　

長
全
国
大
会

・
第
40
回
能
登
五
市
議
員
研
修
会

・
の
と
里
山
海
道
４
車
線
化
起
工
式

・
次
世
代
交
通
対
策
協
議
会

・
全
国
市
議
会
議
長
会
第
157
回
産
業

　

経
済
委
員
会

・
地
方
創
生
特
別
委
員
会

・
全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議
会

　

第
86
回
理
事
会

《
10
月
》

《
11
月
》

３
日

４
日

６
日

19
日

27
日

30
日

１
日

２
日

３
日

８
日

10
日

13
日

15
日

16
日

18
日

21
日

・
議
会
運
営
委
員
会

・
各
常
任
委
員
会

・
奥
能
登
広
域
圏
事
務
組
合
議
会

　

議
員
協
議
会
・
臨
時
会

・
輪
島
中
学
校
建
設
特
別
委
員
会

・
本
会
議

・
全
員
協
議
会

・
輪
島
中
学
校
建
設
特
別
委
員
会

・
議
会
運
営
委
員
会

・
平
成
28
年
第
３
回
輪
島
市
穴
水
町

　
環
境
衛
生
施
設
組
合
議
会
定
例
会

・
本
会
議

・
本
会
議

・
予
算
決
算
委
員
会

・
総
務
委
員
会

・
予
算
決
算
総
務
分
科
会

・
教
育
民
生
委
員
会

・
予
算
決
算
教
育
民
生
分
科
会

・
産
業
経
済
委
員
会

・
予
算
決
算
産
業
経
済
分
科
会

・
予
算
決
算
委
員
会

・
議
会
運
営
委
員
会

・
全
員
協
議
会

・
本
会
議

・
都
市
計
画
審
議
会

・
行
く
申
来
る
酉

《
11
月
》

《
12
月
》

25
日

29
日

30
日

２
日

５
日

９
日

12
日

13
日

14
日

15
日

16
日

19
日

20
日

22
日

26
日

31
日

●
行
政
視
察
受
入
●

千
葉
県
大
綱
白
里
市
議
会 (

16
名)

東
京
都
西
多
摩
郡
瑞
穂
町
議
会 (

10
名)

奈
良
県
大
和
郡
山
市
議
会 (

７
名)

愛
媛
県
今
治
市
議
会 　

(

３
名)

岐
阜
県
各
務
原
市
議
会 (

３
名)

島
根
県
大
田
市
議
会 　

(

９
名)

群
馬
県
み
ど
り
市
議
会 (

６
名)

愛
媛
県
議
会 　
　
　
　

(

12
名)

秋
田
県
男
鹿
市
議
会　

 (

７
名)

宮
崎
県
延
岡
市
議
会　

 (

10
名)

北
海
道
留
萌
市
議
会 　

(

６
名)

新
潟
県
胎
内
市
議
会　

 (

２
名)

秋
田
県
議
会　
　
　
　

 (

10
名)

北
海
道
岩
見
沢
市
議
会 (

７
名)

熊
本
県
人
吉
市
議
会 　

(

３
名)

和
歌
山
県
田
辺
市
議
会 (

５
名)

沖
縄
県
中
頭
郡
読
谷
村
議
会 (

４
名)

４
月
〜
12
月　

合
計
50
件 　

(

244
名)

《
10
月
》

《
11
月
》

《
12
月
》

４
日

５
日

14
日

18
日

19
日

25
日

26
日

27
日

８
日

９
日

15
日

16
日

な
し

●
行
政
視
察
受
入
●

●
行
政
視
察
受
入
●

・
・

・
・

・
・
・

・


